2006年度　奈良地区北部ブロック　共同宣教司牧の歩み

１、ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について

１－A　ブロック司祭団（含む修道者）の分担

　　ミサ担当表が公表され、信徒の理解も定着してきた。青少年育成担当司祭が全小教区の指導に当たり、一貫性ができてきている。多忙な司祭方の過労が心配される。

１－B　司祭団と信徒との連携体制

　　多忙な司祭団との連携は良好とは言えない。信徒間の積極的な奉仕の精神をお互いに理解しながら、司祭団との役割分担の強化を望みたい。緊急時の司祭との連絡には不安がある。

１－C　意見交換とコンセンサス

　　小教区評議会への司祭の出席が常に可能とは限らず、審議事項が事後承認になることがある。お互いの思いを充分理解し合うまでの共有時間も殆どない。

それぞれの立場を尊重し、信徒は個々のカリスマで奉仕していくことを部会制度で学びつつある。

２、「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて。

２－A 　意見決定のプロセス

　　評議会制度に少しずつ慣れ、各部会を通して個人の意見を述べ、吸い上げていく道が、徐々に理解されつつある。急がず、気長に歩んでいくことが必要である。

２－B　意見交換・意見集約方法

　　「各部会からの声。→　評議会に提出。評議会での検討　→　司祭団の承認　→　決定　全信徒へのお知らせ」のパターンは定着してきた。昨年に比して改善できた点はない。　

２－C　情報の共有

　　主日ミサ後の連絡、信徒必読プリントの配布など、周知徹底への工夫はされている。掲示板の活用については、効果の上がる掲示の方法の工夫がいる。

２－D　小教区間の協力

　　ブロック各小教区の黙想会・信徒の学習会などの一覧表を掲示、青少年交流会（年3回）サマーキャンプ等を通しての協力・交流を深めつつある。更に努力が必要である。

３、「共同宣教司牧」を支える活動について

３－A　奉仕や福音宣教者としての意識

　　活動の一環として奉仕することは当然のこととして捉えているが、それが福音宣教者としての使命であることの意識レベルは低い。小さなグループの分かち合いからの積み重ねによる意識の改革が必要である。

３－B　分かち合いと福音的識別

　　評議会制になり組織つくりに重きが置かれ、各小教区で種々のテーマによる分かち合いは行われているが、共通のテーマによる分かち合いは少なかった。特に小教区を越えた分かち合いは、司教訪問の時以外はなかった。今後は「分かち合い」そのものに慣れ、分かち合いから他人の思いを共有していく福音宣教者としての意識の成長を望みたい。

４、「共同宣教司牧」の学びと祈りについて

４－A　共同宣教司牧と秘跡・典礼

　　「子どもと共に捧げるミサ」「主日の集会祭儀・式次第」が、ブロック司祭団から提示され、参加信徒全員が主日の典礼・祈りに抵抗感も少なく参加できるようになった。秘跡、特に「ゆるしの秘跡」

　が受ける機会を増やして欲しいとの声がある。

４－B　信仰入門・養成講座

　　奈良地区としての「聖書講座」は４年目を終え定着してきた。参加者数は北部ブロックとしては減少気味。各小教区での小さな講座も顔ぶれが限られている。

４－C　リーダー養成・信徒養成　

　　世代交代を願いながら、熟年代の役員や奉仕者が多い。部会制度の運営がうまくいくよう、各年代（特に青年層）のリーダーの出現と活躍が期待される。

